
現
状
で
の
小
中
学
校
に
お

け
る
相
談
体
制
は
。

教
育
部
長　

ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
中
心
に
養
護
教

論
、
担
任
が
連
携
し
て
い
る
。

相
談
に
対
し
、
改
善
の
た

め
に
校
内
で
共
有
し
た
事
例
等

は
あ
る
か
。

言
葉
に
よ
る
い
じ
め
の
場

合
、
当
事
者
双
方
の
話
を
聞

き
、
何
げ
な
い
言
葉
の
中
に
相

手
を
傷
つ
け
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
を
、
全
校
集
会
で
子
ど
も
達

に
伝
え
指
導
し
て
い
る
。

小
中
学
校
で
の
主
権
者
教

育
の
実
情
は
。

小
学
校
6
年
生
で
は
、
実

践
す
る
こ
と
で
必
要
な
知
識
を

蓄
え
、
主
権
者
と
し
て
必
要
な

資
質
を
育
む
教
育
。

中
学
校
で
は
、
他
者
と
協
働

し
な
が
ら
解
決
し
よ
う
と
す
る

資
質
・
能
力
を
育
む
教
育
を

行
っ
て
い
る
。

主
権
者
教
育
は
義
務
教
育

期
間
で
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。

小
中
学
校
に
お
け
る
主
権

者
教
育
が
重
要
。

子
ど
も
基
本
法
第
11
条
に

「
こ
ど
も
の
意
見
反
映
は
義
務

で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
市
の
認

識
と
対
応
は
。

総
務
部
長　

子
ど
も
の
最

善
の
利
益
を
実
現
す
る
観
点
か

ら
、
施
策
へ
の
反
映
に
つ
い
て

判
断
す
る
。

現
状
で
児
童
生
徒
を
含
む

若
者
が
意
見
を
発
す
る
機
会

は
。

第
2
次
弥
富
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
に
お
い
て
、
中

学
2
年
生
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
、
市
内
外
に
住

む
大
学
生
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

へ
参
加
し
て
も
ら
い
、
若
者
の

意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
進
め

て
い
る
。

弥
富
市
高
校
生
議
会
の
目

的
と
評
価
は
。

教
育
部
長　

高
校
生
に
政

治
や
地
方
行
政
へ
の
関
心
を
高

め
て
も
ら
い
、
皆
で
考
え
学
び

合
え
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
出

来
た
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
。

若
者
の
声
を
市
政
に
活
か

す
た
め
の
全
体
構
想
は
。

総
務
部
長　

第
2
次
弥
富

市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

で
、
子
ど
も
や
若
者
が
ま
ち
づ

く
り
に
対
し
、
自
由
な
発
想
で

意
見
を
言
え
る
場
を
提
供
で
き

る
よ
う
策
定
す
る
。

若
者
の
政
治
参
画
を
促
す

事
業
施
策
は
。

先
進
自
治
体
を
参
考
に
調

査
研
究
し
て
い
く
。

若
者
の
声
が
届
く
市
政
へ

の
市
長
の
見
解
は
。

市
長　

若
者
が
自
ら
考

え
、
主
体
的
に
行
動
し
、
活
躍

で
き
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し

て
い
く
。

▲新城市「若者議会」HP

▲鯖江市「JK課プロジェクト」

問
答

若者参画の
全体構想を示せ

第2次弥富市総合
計画の中で策定

公明党
堀岡 敏喜 議員

問
答 若
者
の
声
が
届
く
市
政
を
目
指
せ

若
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
い
く

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

令
和
５
年
度
当
初
予
算

議
案
等
の
賛
否
状
況一覧・

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
取
材

一般
質
問

お
し
ら
せ
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